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令和４年度 第 １回 学 校 評 議 員 会 議 録 
 

 開催日時  令和４年７月19日(火) 18時00分 ～ 19時10分 
 会  場  北海道室蘭東翔高等学校 校長室 
 出席者数  学校評議員 ４名  学校側 ３名 
 
 
 出席者名 
 
 

 児 玉 智 明 様 
 柴 崎 孝 紀 様 
辻    弘 之 様 
桃 野 直 樹 様 
佐々木 敏 則 様（ご欠席） 

 朝 倉 洋 一(校 長) 
 齊 藤 大 助(教 頭)  
 石 井 祐 介(事務長） 
 

校長が意見を求めた事項 学 校 評 議 員 の 意 見  等 

・学校概要・取組等に係る質 
 疑 
 

・看護医療系への進学者数が一定数いるのは、看護医療系列を設

定し、その成果があらわれており、学校としてのアピールポイ

ントとなっている。特に、本校は、地元志向と４年制大学進学

の二極化が進む中、地元への就職・進学が多く地域に貢献して

いることから、市立室蘭看護専門学院への指定校推薦などが

できないだろうか。 

・学習状況等調査の結果について、各教科の学習の、「授業の内

容が分かる」、「学習意欲が高まった」の割合が高いのは、先

生方の指導の成果である。インターネットの利用時間が多く、

睡眠時間、学習時間を犠牲にしていることから、利用に関する

ガイドラインなどあればよいのではないか。「家庭学習を一度

もしない週」がある割合が高く、その割合をいかに減らしてい

くかが課題である。週休日に週末課題等を実施しているのは、 

 よいことである。継続してやって欲しい。 

・新科目「公共」の授業では、地元を意識した内容も必要であり、 

 市役所や企業との連携があるとよい。当初の進路希望と実際

の進路との乖離がどれくらいあるの把握できるとよい。 

  上記のとおり会議を開催した。 
                                      令和４年７月20日 
                                       北海道室蘭東翔高等学校長 朝 倉 洋 一 

   
※ 別の書式により意見聴取の内容を整理している場合は、それを添付し保管すること。 

  ※ 配付資料等を添付し保管すること。 


